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1.	一般事項
1.1	適用範囲
本仕様書はDTX-PROのMIDIの送受信について規定する。
1.2	適用規格
本仕様書はMIDI 1.0の規格に準拠する。
1.3	表記
本仕様書では以下の表記を使用する。
•	16進数は数字の初めに$を付けて表現する。

2.	チャンネルメッセージ
2.1	キーオン/キーオフ
送信/受信ともに行う。

受信ノート範囲： 0 (C-2)～127 (G8)
ベロシティー範囲：1～127 (キーオンのみ）

2.2	コントロールチェンジ
2.2.1	バンクセレクトMSB (0), LSB (32)
送信/受信を行う。

MSB=125、LSB=0：プリセットキット 
MSB=125、LSB=1：ユーザーキット (1～100) 
MSB=125、LSB=2：ユーザーキット (101～200)

MIDI Ch 10のみ。

2.2.2	フットコントローラー(4)
送信/受信ともに行う。
MIDI Ch 10のみ。

2.2.3	ジェネラルコントローラー(16)
送信/受信ともに行う。スネアの打点位置として扱う。
MIDI Ch 10のみ。
2.2.4	ジェネラルコントローラー(17)
送信/受信ともに行う。ライドの打点位置として扱う。
MIDI Ch 10のみ。
2.2.5	ジェネラルコントローラー(80)
受信を行う。アンビエンスノブとして効果する。
MIDI Ch 10のみ。
2.2.6	ジェネラルコントローラー(81)
受信を行う。コンプノブとして効果する。
MIDI Ch 10のみ。
2.2.7	ジェネラルコントローラー(82)
受信を行う。エフェクトノブとして効果する。
MIDI Ch 10のみ。

2.2.8	メッセージタイプ(1～95)
MENU/Kit Edit/Voice/Message Typeパラメータの設定がCC01～CC95の時、パッド打撃により、ここで設定したコントロールチェンジが送信される。
2.2.9	パッドファンクション(1～95) 
MENU/UTILITY/Pad/PadFunctionでCC01～CC95を選択時、パッド打撃により、ここで設定したコントロールチェンジが送信される。

2.3	チャンネルモードメッセージ
送信/受信ともに行わない。
2.4	プログラムチェンジ
送信/受信ともに行う。

MSB=125、LSB=0：プリセットキット(1～40) 
MSB=125、LSB=1：ユーザーキット(1～100) 
MSB=125、LSB=2：ユーザーキット(101～200)

MIDI Ch 10のみ。
 
2.5	ピッチベンド
送信/受信ともに行わない。
2.6	チャンネルアフタータッチ
送信/受信ともに行わない。
2.7	ポリフォニックアフタータッチ
送信/受信ともに行う。

3.	システムエクスクルーシブメッセージ
3.1	ユニバーサルノンリアルタイムメッセージ
3.1.1	アイデンティティリクエスト
$F0 $7E $0n $06 $01 $F7
nは無視する。
受信のみ行う。受信後アイデンティティリプライを送信する。
3.1.2	アイデンティティリプライ
$F0 $7E $7F $06 $02 $43 $00 $41 $5D $06 $00 $00
$00 $7F $F7

送信のみ行う。

4.	システムコモンメッセージ
送信/受信ともに行わない。

5.	システムリアルタイムメッセージ
5.1	タイミングクロック
送信を行う。
5.2	スタート、ストップ
送信/受信ともに行わない。
5.3	アクティブセンシング
一度アクティブセンシングを受信後、約300 msec以上MIDIの信号を受信しない場合は、すべての発音を消音する。
約300 msec以内の間隔で常にMIDI出力があるように送信する。











